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B 139 ■t孚摩隻とず高辱婦人の哀生地態皮に闇 すj 考察
一考ふ啄生とあ 年婦人 との対比－

共文す 孤客　o 彩田吽 子　　共i. そJ  尺釦

目的　 急漣ぶ 高齢化紅毎に向-> てい る視柾、友 生治に払 てヽば既製軋ヵ呻 高外層に広<

考瓦してい るにも拘 ら・ず. サ"I ズ≒ 才ず インなど若呼ﾉI を対象としたものμ わごて` 'あ＆、

集研 吼の@ 的は、女 孚潭咀Y 高吟婦 人の友 浪落に封 すら考え方や 酪皮の躊 嵐 をとら九、両

膚閑 の溥速｡屯比較攻訂 し. 高修婦人の友生活のあ り方に対する箱/ を涛h  I i

方砥　衣 生-^に閉-^ ろ質問 皿) 以 上の項目^' ら> 同調的、琢 爽的、威迫的 、紅麿的、鯉

降妁、知的 の^  つの7l標4  契･)!. L 氏初頭fel 1 選良 し、-t ふ学生は-t^ 大営・短大（ ま脱lt

何匁としX  集命調貧μげ 調査 を行い 、肩勁図誉ｽﾉり;・を碍乱 一才、高午婦人とI  T は東

驚郡内 卵) 才以t, <n)婦 人i 対象として、個人盾]蒋孤/5 び･西.%哺 置孤 で調査を行い、肩物回

惑/汀 名を降た、政和t'i れりts,^ 冷跡卜 よ・I  琴型化 し. 両傷間 についてに救農吋 を

い(' ・ 又、琉行に付 言ゝ 態友u^^ 寸` 襖β、年々Vごビ`の基本馮 性 ア埼目 も洽t て調査しre.

μ聚、そ^f^ ，高年婦人 それら れ累遺寄^ 奪μか芦召なあ るμIS d-／こっ･･7  、ノリ マ

々7 ス､困転改糾釈りり 斥､謐呆、前弗で`ば琉行有識・疎 利 こ関 する固 乱 品位・ 年冷V:烏
装に閲^iR  i など、捜烏でμ 単冷 意蔵 日司調雌に聞 オいa 乱 衣服の屋択ド度けi  即ぶ

など下 功 斂？れf^，i れらの因 各･? t とにt   ̂学涯 と高年婦人の 衣生瑞犯座を験防 リ み

ると、侈ぱ ぼ`、そ^  f  生にみいては浅行? 凍 識する傾向がよ') 強く、品位 と阪｛ は関琉μ

あり、 岑々ヽ |以r ぞわi  必要以あろSi 考えt いる傾向 が`みヽられろ。 他方高年婦 人においてば

秀俊の限'^ あまり目趾尺なヽ｡ヽ、人とな るべぐ̂同 じ`阪吸をしヽ より質系にと考え. 袁服の荒

寥｡も慄竃i^行う馳､良ヵ;`ゑ､bれてぃi  。
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高齢者婦人 の被服行動調査（第1  報 ）

的 ： 日 本 に お け る 高 齢 者 婦 人 の 被 服 選 択 行 動 は 、 一 般 に ス テ レ オ タ イプ 化さ れて い

に 自 他 共 に 認 識 さ れ て い る よ う で あ る が 、 こ の 行 動 は 事 実 存 在 する の か。 高齢 者婦

服 に 対 す る 嗜 好 行 動 と 被 服 選 択 行 動 間 に 特 定 関 係 が 存 在 す る の か。 こ れら の 課 題を

解 明 す る た め の 資 料 や 論 理 体 系 が'充 分 に 整 備 さ れて い る と は 言 い 難 い 。 そこ で 上 記課 題 の

解 明 を 主 目'的 とIし 、 本'報 で は そ れ ら'の 傾向 を 把 健 す ろ こ と を 目 的 と し 、 今 後の 調 査研 究 の

た め の 課 題 条 件 の 検討 と 調 査方 法 の 確 立 を 併 せ て 検 討 す る た め 、以 下 の 調 査を 実 施し た。

２ 方 法: 調 査 法 ： 配 票 留 置 法. 調 査 期 間： 昭 和59 年 ５ ～ ９ 月（ 主 調 査期 間5  ~ 6 月 ）

有 効 回 収 数：、140      (回 数 率 ：93.7X 、 有 効 回 収 率 ：87.  5S    、 内 女 性　105 名 を 分析 対 象と す

名'．) へ 調 査 対 象 高 齢 者 条 件： 単 独 外 出 行 動 が可 能 で 外 出 意 思 の あ るこ と 、主 とし て 中 流

生 活 意 識Iを'持 つ'こ と と し'た'．'調 査 地 域 ： 大 阪 東 部 地 域 を 中 心 に 京 阪 神
．`時 限距 離　1 .5時 間

以'
内 、 調'査一員： 家 政 科 短 大 生

、 対 象 選 択 ： 都 合 上 各 調 査 員 の 身 近 に 居ろ 条件 適‘合 高齢 者 。

■　　血　●='・－ －　〃〃･－ ふ･･glJ-¥で●結 果：S) 被 服 購 入 金 額に 五 千 円 と 一 万 円 に ピ ーク’が あ る 。 金 額 がii い 程 年 齢 層が 若 い3    . 結 果:c ）蓑 服 購 人 気 韻μn.  -r n  c  － ノノ「」.4-I-　　/ 」」-9g　31      ・JH. ｡。。 、。。- 、｡｡｡｡。

--一一　--傾 向 を 示 す（r
 ＝-。604.P<0.05 ）R 購

入 時 の 良 く 相 談 す る 相 手 は 、 金 額 が低 い程 嫁 であ り 高い

程 実 の 娘 が 多 い’(F.TEST.P<0.05 ） ③ 通 常 時 の 和 服 着 用 傾 向 は 、 年 齢 層 によ る 差 は見 ら れな

か が 、 外 出 着‾用’時 でI明 治 生 ま･れ の’層 が 大 正産 ま れ よ り 多 く 着 用 す る 傾向 かあ ろ■’嗜嗚 イメ

ージ 色’は 、 和 洋 ど も ‾茶’、 ‾黒 、’灰 色’がし好’ま れ’る が 、 年 齢 層 が 若 い 程 青 、 緑 色が 加 わり
選 択 幅

が 増 え･% （F.TEST.P<0.05 ）c 柄 は 、 小 柄 模 様 が
好 ま れ 、 大 柄 模 様‾a好 ま れ な い(P<0.05)

４ 爾 辞 ： 本 報､の 涙 査it  、 大 阪'信 愛 * 学 院 短 大 ・ 高 橋 俊 子 先 生 の 御 尽 力'を 得'ま'しt'


